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１１１１    はじめにはじめにはじめにはじめに    
 近年，リコール製品が増大している．リコール

経験世帯数は 22%にも上る[1]．また，リコール対

象製品は自動車，家電，食品，日用雑貨と多種多

様である[2]．その中で自動車以外の製品はリコー

ル制度が整っておらず，メーカ側が製品の位置を

捕捉するのは困難である．さらに，確実にリコー

ルをユーザに伝える手段が無く，確実な製品回収

が困難な状況である．現在，有効と思われる一つ

の手段として，テレビや新聞等の広告が利用され

ている．しかし，広告は莫大な費用が掛かる上に，

ユーザに確実に伝えられる保証はない．また，ユ

ーザが製品を廃棄したかどうかがわからず，メー

カはいくつ回収すればよいかわからない． 

 そこで，将来普及すると思われるホームネット

ワークを用いたリコール支援システムを提案す

る． 
 ここで消費生活用製品とは，一般消費者の生活

で使用される製品のことである． 

２２２２    リコールリコールリコールリコール支援支援支援支援システムシステムシステムシステムのののの課題課題課題課題    
 リコール支援システムを構築する時に直面す

る課題を挙げる． 

・家庭内には複数メーカの製品があり，一部のメ

ーカがリコール支援システムに対応してもユ

ーザのメリットが少ない 
・システム構築に多額の費用が掛かり，単独メー

カでは実現性が低い 
・個人情報流出の危惧がある 

 これらの課題を解決できるようなリコール支援

システムを提案する． 

３３３３    リコールリコールリコールリコール支援支援支援支援システムシステムシステムシステムのののの構成構成構成構成    
 上述の課題を解決するため，第三者機関の設立

を提案する．第三者機関はメーカが資金を出し合

い運営する．第三者機関を設立することで得られ

るメリットを挙げる． 

 
 
 
 
 
 
 
 

・複数メーカの製品に対応することができる 
・複数メーカで投資することでシステムに掛かる

費用を抑えることができる 
・個人情報はリコール時のみに使われるため保護

される 
・メーカ毎に情報を発信するわけではないため家

庭内のシステムが共通化できる 
３３３３．．．．１１１１    全体全体全体全体システムシステムシステムシステム    

 まず，前提として将来普及することが予想され

るホームネットワークを利用する． 
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図１ 製品データホームゲートウェイ所有方式 
 

システム構成案の一つを図１に示す．まず，製

品がホームネットワーク（PLC（Power Line 
Communications）や ZigBee（IEEE802.15.4））

を利用し，製品情報（メーカ名，製品名，製造番

号等）をホームゲートウェイ（HGW）に送る．

製品情報取得方法は後述する．ホームゲートウェ

イが家庭内のすべての製品情報を所有する．ホー

ムゲートウェイは製品情報を元にインターネッ

トを利用し，リコールネームサーバ（RNS）を介

してリコール情報を所有するメーカサーバと通

信することでリコール情報を調べる．リコール対

象製品があれば，危険度や対処法と共に対象製品

があることをユーザに知らせる． 
 二つ目のシステム構成として製品データ独立

サーバ所有案を図２に示す．図１との違いは製品

データを所有する機器である．図１ではホームゲ

ートウェイが所有するが，図２では独立したサー

バ（消費生活用製品データ所有サーバ：DS）が各

消費者の製品データを安全に所有する． 
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図 2 製品データ独立サーバ所有方式 

 
３３３３．．．．２２２２    製品情報取得方法製品情報取得方法製品情報取得方法製品情報取得方法    

 ホームネットワークが普及していれば，ネット

ワークに接続可能なネットワーク家電も多く存

在すると考えられる．ネットワーク家電はソフト

ウェアでリコールシステムに対応し，製品情報を

取得することができる．しかし，ネットワークに

つなぐことができない製品（食品，洗剤等）や非

ネットワーク家電の情報はホームネットワーク

では取得することができない． 
 そこで，製品に RFタグをつけることで製品情

報をネットワーク家電と同じように取得する．特

に，家電製品はプラグ部分に RFタグを取り付け

る．その RFタグをスマート・アウトレットで読

み取り，ホームネットワークで情報を送信する．

スマート・アウトレットとはコンセントにタグリ

ーダが付いてタグを読み取ることができるコン

セントである．PLCや ZigBeeなどでホームネッ

トワークにつながる．これによりユーザはいつも

と同じように家電のプラグをコンセントに挿す

だけで，リコール支援システムに対応できる．ス

マート・アウトレットの機能としてスイッチを付

ける．ホームゲートウェイが危険度の高いリコー

ル対象製品があることを知ると自動的に命令を

送り，スイッチを切る． 
 また，製品に RFタグや QRコードを付け，携

帯電話等で読み取り，情報を送る方法も考えられ

る．携帯電話で製品情報を取得し，図２のシステ

ム構成であれば，ホームネットワークが無くても

リコール支援システムに対応することができる．

そのため，ホームネットワークが普及するまでは

このシステム構成をとり，ホームネットワークが

普及とともに図１のシステム構成へ推移してい

くことが考えられる． 

 製品情報は個体が識別できるものが理想であ

る．しかし，現在普及しているものなどへの取り

付けはメーカ名，製品名，製品番号などを RFタ

グの情報として入れ，リコールの可能性があるか

どうかの識別に用いる． 

３３３３．．．．３３３３    動作例動作例動作例動作例    
製品（タグ） スマート・アウトレット HGW RNS メーカサーバ
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図 3 動作例 

 
 システム構成が図 1のときの動作例を図 3に示

す．これは，スマート・アウトレットに RFタグ

付きのプラグが挿し込まれ，タグを読み取った時

の動作である．スマート・アウトレットが製品情

報を読み取ると，ホームゲートウェイに製品情報

を送る．ホームゲートウェイは情報を受け取ると，

リコールネームサーバを介してメーカサーバと

通信をし，リコール対象製品であるかどうかを調

べる． 

４４４４    まとめまとめまとめまとめ    
 本稿ではリコールの現状とリコール支援シス

テムを構築するに当たっての課題をまとめた．そ

して，その解決方法の提案を行った．また，ネッ

トワークにつながらない製品や非ネットワーク

家電への対応のための提案を行った． 
第三者機関を設立することがユーザとメーカ

両者のメリットになることがわかった．システム

構成として，ホームゲートウェイを用いホームゲ

ートウェイからリコール情報を問い合わせるこ

とで個人情報が守られ，独立したデータサーバを

用いるとホームネットワークが無くてもリコー

ル支援システムを利用できることがわかった．ま

た，RF タグをつけることでネットワーク家電以

外の製品の製品情報取得が可能となる． 
 今後，製品が廃棄された場合の対処方法や現在

消費者が使用している製品へのタグの取り付け

など検討する必要がある． 
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